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目標の 1 つとしており、この技術を自宅で 1 人で受講する学生に非対面で教えることが大きな課題で
































さで32カウント× 8 （約 2 分間）のあらかじめつくられた運動プログラムを覚え、指導できるように




練習を行うよう促す。第 4 ～ 5 回の指導練習は 5 人程度のグループで行い、実際に参加者役がいる状
況で、指導者役を交替で務めながらより実践的な練習を行う。第 6 ～ 7 回の中間試験では、練習のと
きと同様にグループごとに指導者役を交替しながら課題の運動プログラムを指導し、グループ内全員
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前に 4歩、後ろに 4歩 ステップタッチ＋クラップ
5 
ステップタッチ⑰ 右に 2歩移動⑰
前に 4歩、後ろに 4歩 ステップタッチ＋クラップ
1歩、 2歩 2歩目を後ろに交差 グレープバインです レッグカール
ツーサイド（手は腰） グレープバイン⑰ グレープバイン
6 





レッグカール・ダブル⑰ 2回 最初から 前 4つ⑰
グレープバイン レッグカール・ダプル
ステップタッチ グレープバイン


















　　② 5 ～ 8 段：コンビネーションの原型に要素を足して、完成形にする
　　③ 1 ～ 4 段：コンビネーションの原型をつくる
各段階ごとに、自身のプログラムをLMSで提出させ、改善点などを筆者からフィードバックする。
学生は、必ずフィードバックコメントを見て、次の授業に参加することとする。②段階目（ステップ















①指導技術（表 2 ）と②運動プログラム作成能力（表 3 ）の獲得を学修到達目標としている。①と②















を比較したものが表 5 である。第 2 ～ 4 回では、「決められた運動プログラムを指導する」ことのみ
を学ぶこととし、「手本となる動きを見せる」については全く行わなかった。課題は、平常時同様、
130bpmの速さで32カウント× 8 （約 2 分間）の運動プログラムを覚え、指導できるように練習する




























フェース（TASCAM MiNi STUDIO CREATOR US-42W）を介して、パソコンに入力する方法とし






音楽と動きがずれていることと 1 人 1 人の映像が小さいため、 1 人 1 人の改善点を指摘することは難
しく、学生にとって動きの修正機会が不十分であると感じた。よって、平常時には中間試験を行って
いた第 5 ～ 6 回に、平常時の中間試験と似たスタイルで、中間チェックを行うこととした。これにつ























中間試験課題の資料（図 1) 中間試験課題の資料（図 1) Google 
② 使用音楽の録音 ② 使用音楽 共有ド
X 中間試験の見本動画 ライブ
手本となる動きを見せる X 
② 決められた運動プログラムの指導練習 ② 決められた運動プログラムの
～ ～ 指導練習 Zoom 
------------------------------------------------- ------------------------------------
⑤ 習熟度を確認し、修正 ④ 習熟度を確認し、修正△
グループワーク X 
中間試験 中間チェック
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⑫ 








導きに不親切な点がないかチェック 導きに不親切な点がないかチ Zoom 
ェック△
期末試験 ⑫ 期末チェック Zoom 
プログラム、指導技術の確認、評価 ⑬ プログラム、指導技術の確認































＇ ＇ ［ ノートパソコ
一






























1 段、計 8 段のステップシートを 3 段階でつくり完成させ、各段階ごとにLMSで提出させ、改善点
などをフィードバックした（Ⅱ（ 2 ）参照）。第 9 回及び第11回では、説明後の残り時間で、自身の
プログラムを動いてもらう機会をつくったが、音楽と動きがずれていることと、 1 人 1 人の映像が小
さいことから、 1 人 1 人の改善点を指摘することは難しかった。よって、中間チェックと同様に期末









　平常時の第 2 ～ 5 回で行っている「手本となる動きを見せる」については、第 5 ～ 6 回で実施した
中間チェック及び第12～13回の期末チェックの中で、修正を加える程度となり、十分に実施できなかっ









平均 4.39 平均 3.34 とてもある 4/38 平均 3.29 とてもある 5/38
ある 17/38 ある 2/38







































































s 16 18 
A 19 19 








をするにあたっての 1 つの提案になろう。また、 3 段階に分け提出させた運動プログラムの出来は平






















【表 8 】 2019年度春学期（対面授業）と2020年度春学期（オンライン授業）における運動
プログラム作成課題の提出数、理解者数など
2019年度春学期（対面授業） 2020年度春学期（オンライン授業）
①段階 ②段階 ③段階 ①段階 ②段階 ③段階
提出 l匝目 提出 1回目 提出 1回目 提出 1回目 提出 1回目 提出 1回目
提出数 35 35 28 36 37 35 
未提出数 5 5 12 4 3 5 
OK※ 8 6 ， ， 13 12 
ほぼOK 6 3 2 5 2 2 















1 ）三苫 博，原田 芳巳，山崎 由花，内田 康太郎，五十嵐 涼子，大滝 純司：特集 パンデミック下の医学教育─現在











　Due to Covid 19, we have no choice but to conduct all classes online at many universities in 2020. 
These circumstances attract attention to whether the educational effect of the online lecture is 
comparable. I myself have to teach all online for my practical lecture “Practice and Teaching 
Methods of Aerobic Dance Exercise”. In this paper, I discuss how I interactively provided that 
practical lecture. I found that the web conference platform “Zoom” was useful to for activities set 
to music. Since the music is played in real time for all users, the movements are in sync with the 
music. This allowed me accurately check the student’s instruction and give them feedback about 
points to improve. I evaluate an instruction video which the student takes themselves after my 
feedback to see if they have achieved the learning objectives or not. Using this method, almost all 
of students in this class have achieved the learning objectives. Therefore, it is recognized this is 
one effective way of doing an interactive online lecture. Online lectures may even be more effective 
than in-person lectures for helping aerobics instructor students better understand how to build an 
exercise program. I’ll learn more about online lectures to provide blended learning in the future.
Keywords：interactive online lecture, aerobics, web conference platform “Zoom”
Providing Interactive Practical Online Lectures
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